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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの発光ダイオードを持つ発光ダイオード素子を有する光生成ユニットと
、光変換ユニットとを有する照明装置において、
　前記光生成ユニットは、前記発光ダイオード素子と熱的に接続された熱伝導材料を有す
るベース部を有し、
　前記光変換ユニットが、キャビティを封入する一体型筐体と、前記キャビティ内に配置
された有機蛍光体素子とを有し、
　前記キャビティは、酸素による経時劣化から前記有機蛍光体素子を保護するために、制
御された雰囲気を供給され、
　前記光生成ユニットの前記発光ダイオード素子によって生成された光が、前記光変換ユ
ニットを通って前記有機蛍光体素子により変換され、出力され、
　前記光生成ユニットが、シェルであって、前記シェルが、前記光変換ユニットと前記光
変換ユニットを超えて延在する前記ベース部の一部分とに取り付けられ、且つ、駆動電子
回路が前記ベース部に配置されるキャビティを形成するシェルを有する、
ことを特徴とする、照明装置。
【請求項２】
　前記光生成ユニット及び前記光変換ユニットが協働して、前記発光ダイオード素子が配
置される追加的なキャビティを定める、請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
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　前記光生成ユニットが、前記発光ダイオード素子によって生成された光の衝突光を前記
光変換ユニットの方へ反射するための内面に光反射板を持つ壁部を含む光変換支持体を有
する、請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記照明装置が、前記発光ダイオード素子と前記光変換ユニットとの間に配置された光
ガイドを有する、請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記有機蛍光体素子が、前記一体型筐体の内面上に堆積された層である、請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記有機蛍光体素子が、前記一体型筐体の内面から分離した素子である、請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記一体型筐体がガラスでできている、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の照明装
置。
【請求項８】
　前記発光ダイオード素子が、青色光を生成する、請求項１乃至７のいずれか１項に記載
の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの発光ダイオードを持つ発光ダイオード素子を有する光生成
ユニットと、蛍光体素子を有し、生成された光を変換する光変換ユニットとを有する照明
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の蛍光灯に対する、発光ダイオード素子（ＬＥＤ素子）及び蛍光体素子を有するＬ
ＥＤレトロフィット解決法は、例えば、JP2005103700に開示されるように、ＬＥＤ素子、
蛍光体素子及び他のあり得る部品を有するキャビティを封入している封止筐体を備える。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、かかる構造は、ＬＥＤを傷付けることはなしにキャビティ内に散逸され
得るという制限されたパワーのせいで、限られた光輝度能力を持つ。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の目的は、従来技術の上記欠点を軽減する照明装置を提供することである。
【０００５】
　この目的は、請求項１記載の本発明に従った照明装置によって達成される。
【０００６】
　本発明は、光変換ユニットを光生成ユニットから離し、且つ、発光ダイオード素子を熱
伝導材料上に配置することにより、熱放散のための状況がかなり増大されるとの見識に基
づく。
【０００７】
　このため、本発明の一態様に従って、少なくとも１つの発光ダイオードを持つ発光ダイ
オード素子を有する光生成ユニットと、光変換ユニットとを有する照明装置が提供される
。光変換ユニットは、キャビティを封入する一体型筐体と、キャビティ内に配置された有
機蛍光体素子とを有する。光生成ユニットは、光変換ユニットを支持する光変換ユニット
支持体と、発光ダイオード素子と熱的に接続された熱伝導材料を有するベース部とを有す
る。光生成ユニットによって生成された光は、光変換ユニットを通って蛍光体素子により
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変換され、発光ダイオード装置から出力される。無機蛍光体素子を使用するのに比して、
有機蛍光体素子を使用する方が好適である。一方、有機蛍光体素子は、酸素からの保護を
必要とする。従って、制御された無酸素雰囲気を有する封止キャビティが有機蛍光体素子
にとって必要である。しかしながら、ＬＥＤ素子は、上記制御された雰囲気を必要としな
い。このため、光変換ユニットを光生成ユニットから離し、熱伝導材料を提供し、且つ、
ＬＥＤ素子を熱放散器として機能する熱伝導材料上にマウントすることによって、ＬＥＤ
素子が蛍光体素子と同じキャビティ内に封入される場合よりも相当大きな熱量を散逸させ
ることが可能となる。さらに、照明装置の輝度が相当改善され得る。
【０００８】
　上記照明装置の実施形態に従って、光生成ユニット及び光変換ユニットが協働して、発
光ダイオード素子が配置される追加的なキャビティを定める。好適には、追加的なキャビ
ティの特性は、発光ダイオード素子に対して適合され得る。
【０００９】
　上記照明装置の実施形態に従って、光生成ユニットは、発光ダイオード素子によって生
成された光の衝突光を光変換ユニットの方へ反射するための内面に光反射板を持つ壁部を
含む光変換支持体を有する。これは、出力光を導くことに関して好適である。
【００１０】
　上記照明装置の実施形態に従って、照明装置は、発光ダイオード素子と光変換ユニット
との間に配置された光ガイドを有する。これは、光出力を導く他の好適な方法である。
【００１１】
　上記照明装置の実施形態に従って、有機蛍光体素子は、一体型筐体の内面上に堆積され
た層である。この実施形態は、光変換ユニットの比較的簡単な製造を提供する。
【００１２】
　上記照明装置の実施形態に従って、上記一体型筐体はガラスでできている。
【００１３】
　上記照明装置の実施形態に従って、発光ダイオード素子は、青色光を生成する。補助的
な有機蛍光体素子を用いることにより、例えば、高輝度出力の白色光が得られる。
【００１４】
　上記照明装置の実施形態に従って、光生成ユニットは、光変換ユニットと光変換ユニッ
トを超えて延在するベース部の一部分とに取り付けられ、且つ、駆動電子回路がベース部
に配置される空間を形成するシェルを有する。これにより、駆動電子回路は、好適に、残
りの構造から分離され得る。
【００１５】
　本発明のこれらの及び他の態様、特徴、利点が、以下に述べられる実施形態を参照して
、明確且つ明瞭となるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明は、詳細に、且つ、添付された図面を参照して、これより述べられるであろう。
【図１】図１は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図２】図２は、図１の照明装置の縦断面図である。
【図３】図３は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図４】図４は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図５】図５は、図４の照明装置の縦断面図である。
【図６】図６は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図７】図７は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図８】図８は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【図９】図９は、本発明に従った照明装置の実施形態の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に従った照明装置１００の第１の実施形態は、図１及び図２に示されているよう
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に、光生成ユニット１０２と、光生成ユニット１０２に取り付けられた光変換ユニット１
０４とを有する。光生成ユニット１０２は、数個の発光ダイオード（ＬＥＤｓ）１０３を
持つ発光ダイオード（ＬＥＤ）素子１０５を有する。光変換ユニット１０４は、閉じたガ
ラス管でできており、キャビティ１３０を封入する一体型筐体１１０と、キャビティ１３
０内に配置され、ガラス管１１０の内面上に堆積された層でできている有機蛍光体素子１
１２とを有する。有機蛍光体素子１１２は、上記内面の少なくとも一部、好ましくは、ガ
ラス管１１０の最終的な光の出口面を形成している、この正面半分を覆う。
【００１８】
　光生成ユニット１０２は、平板形状を持つベース部１１４と、ベース部１１４と一体化
されていてもよい、壁部１１６を構成する光変換ユニット支持体１１６とを有する。壁部
１１６は、壁部１１６が同様に取り付けられるベース部１１４の前面１２０上に、周縁帯
状端部１１８に沿って、ベース部１１４に対して垂直に延在している。このようにして、
壁部１１６は、壁部１１６の後端１２２において、ベース部１１４に取り付けられ、ベー
ス部１１４と協働して長方形状の箱を形成する。光変換ユニット１０４は、壁部１１６に
よって支持される。より具体的には、ガラス管１１０が、壁部１１６によって支持され、
且つ、ガラス管１１０のおおよそ半分の幅まで箱１１４、１１６の中に入るように、長手
方向中央軸が箱１１４、１１６の長さ方向に沿って、箱１１４、１１６内に置かれる。ガ
ラス管１１０は、外面の長手方向帯状部分１２６に沿って壁部１１６の前端１２４に、且
つ／又は、壁部１１６の内面と連結しているガラス管の端部１２８において、取り付けら
れる。有機蛍光体素子１１２は、箱１１４、１１６から突き出たガラス管１１０の一部を
覆う。ベース部１１４は、熱伝導材料を含み、より具体的には、この実施形態では、ベー
ス部１１４全体が熱伝導材料でできている。これは、相当な熱伝導率を持つことを意味す
る。例えば、上記相当な熱伝導率は、ベース部をアルミニウム、銅、セラミックなどのよ
うな熱伝導材料で製造することによって得られる。
【００１９】
　良好な熱伝導性能、ＬＥＤ素子１０５の熱伝導材料上への直接マウント、ＬＥＤ素子１
０５から離れてマウントされた光変換ユニット１０４のおかげで、熱損傷を起こすことな
く、より強力なＬＥＤ１０３を使用することが可能となる。
【００２０】
　光生成ユニット１０２及び光変換ユニット１０４は、両者間に、追加的なキャビティ１
３８を形成する。ＬＥＤ素子１０５は、この追加的なキャビティ内に配置される。
【００２１】
　当業者によって理解されているように、閉じたガラス管１１０の内部は、有機蛍光体素
子１１２を酸素による経年劣化から保護するために、真空排気されているか、不活性ガス
で満たされている。
【００２２】
　好適には、ＬＥＤ１０３は、青色光を生成する無機ＬＥＤであって、有機蛍光体素子１
１２は、青色光を白色光に変換するために配置される。
【００２３】
　壁部１１６の壁部分は、反射性の内面１１７を備え、これにより、ＬＥＤ素子１０５に
よって生成された光を反射する。
【００２４】
　第１の実施形態の変形例によれば、図９の９００で示されているように、ＬＥＤ素子９
０６を覆っている光学部分と、ＬＥＤ素子９０６の両側に相対して配置され、且つ、光変
換ユニット９０４と連結する方へ斜めに延在する反射性の壁部分とを有する光ガイド９０
９が設けられる。これによって、光ガイド９０９は、ＬＥＤ素子９０６から放射された光
を光変換ユニット９０４の方へ導く。
【００２５】
　照明装置３００の第２の実施形態では、図３に示されているように、光生成ユニット３
０２は、平板形状のベース部３１４と、ベース部３１４の内面３２０にマウントされたＬ
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ＥＤ素子３０６と、ベース部３１４に取り付けられた光ガイド３０５とを有する。光ガイ
ド３０５は、ＬＥＤ素子３０６によって生成された光を導くために、ＬＥＤ素子３０６を
覆い、基本的には、ベース部３１４の内面３２０に対して垂直に延在する長手方向中央軸
とともに延在している柱形状である。
【００２６】
　光変換ユニット３０４は、閉じた二重壁のガラス球でできている一体型筐体３１０と、
有機蛍光体素子３１２とを有する。ガラス球３１０の２つの壁は、一体であり、且つ、内
壁３１３の形状が光ガイド３０５の形状と適合される一方、外壁３１１が電球形状を持つ
ように、一方が他方を封入して配置される。このため、内壁３１３は、光ガイド３０５が
迎えられる収納部を形成する。外壁３１１及び内壁３１３がキャビティ３３０を封入する
一方、追加的なキャビティ３３８が、光生成ユニット３０２、より具体的にはベース部３
１４と、光変換ユニット３０４、より具体的には内壁３１３との間に定められる。このよ
うにして、光ガイド３０５と同様にＬＥＤ素子３０６が、雰囲気に関して特別な制約を持
たない上記追加的なキャビティ３３８内に配置される。通常、これは空気である。有機蛍
光体素子３１２は、ガラス球３１０の外壁３１１の内面上に堆積された有機蛍光体層でで
きている。ガラス球３１０は、光生成ユニット３０２のベース部３１４に取り付けられた
電球ベースを持つ。第１実施形態と同様に、ベース部３１４は、熱伝導材料でできている
。
【００２７】
　用語定義の目的のため、二重壁の定義は、ガラス球を見たときの一般概念から選ばれる
ことに留意すべきである。一方、ガラス球をキャビティ内部から見た場合、壁３１１、３
１３は一体型筐体３１０を形成するため、ガラス球は、同様に単一の壁であるとみなされ
得るであろう。同様に、第１実施形態のガラス管１１０は、一般概念からはガラス管は単
一の壁であるとみなされるが、ＬＥＤ素子から見た場合、生成された光が出力される方向
について２つの壁部分を通るため、二重壁であるとみなされ得る。
【００２８】
　照明装置４００の第３の実施形態では、図４及び図５に示されているように、第２の実
施形態と同様、照明装置４００は、熱伝導材料でできている平板形状のベース部４１４と
ベース部４１４上に配置されたＬＥＤ素子４０６とを持つ光生成ユニット４０２を有する
。さらに、照明装置４００は、キャビティ４３０を封入している一体型筐体４１０を持つ
光変換ユニット４０４を有する。一体型筐体４１０は、虹形状の横断面を持ち、さらに、
外側に概して蒲鉾型の壁４１１、外壁よりも小さい直径の中央の概して蒲鉾型の壁部分を
持ち、且つ、外壁の同軸方向に配置された内壁４１３、及び、中央の蒲鉾型の壁部分と外
側の蒲鉾型の壁４１１との間に延在する平面側壁部分４１５を有する。一体型筐体４１０
の両端部は、一体型筐体４１０が細長いボウルを形成するように、湾曲されており、縁が
、ＬＥＤ素子４０６が一体型筐体４１０とベース部４１４との間に形成された追加的なキ
ャビティ４３８内に置かれるように、ベース部４１４上に配置されている。
【００２９】
　有機蛍光体素子は、外側の蒲鉾型の壁４１１の内面上に堆積された有機蛍光体層４１２
によって構成される。
【００３０】
　加えて、この実施形態では、光変換ユニット４０４と外側の蒲鉾型の壁４１１の端部と
に取り付けられ、且つ、一体型筐体４１０を超えて延在するシェルを光生成ユニット４０
２は有する。シェル４３４は、一体型筐体がベース部４１４を覆うのと同様に、ベース部
４１４の残りの端部を覆い、駆動電子回路４３２がベース部４１４の上記端部上に配置さ
れる第３のキャビティ４３６を形成する。
【００３１】
　本発明の第４の実施形態によれば、図６に示されているように、照明装置６００は、第
１の実施形態の箱と同様に、協働して箱を形成する平板形状のベース部６１４と壁部６１
６との組み合わせを有する光生成ユニット６０２を有する。壁部６１６は、ベース部６１
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４から隔てて光変換ユニット６０４を支持する光変換ユニット支持体を構成する。ＬＥＤ
素子６０６は、上記箱内に配置され、ベース部６１４の内面上に、且つ、光変換ユニット
６０４と協働して箱６１４、６１６によって形成された追加的なキャビティ６３８内にマ
ウントされる。ベース部６１４は、熱伝導材料を含み、より具体的には熱伝導材料ででき
ている。ＬＥＤ素子は、２つのＬＥＤ６０８を含み、光変換ユニット６０４は、端面６２
８がＬＥＤ６０８に対面した状態で各ＬＥＤの前方にそれぞれ配置された、２つの円筒形
状の閉じたガラス管６１０を有する。即ち、各ガラス管６１０は、ベース部６１４の内面
６２０に対して垂直な長手方向中央軸とともに配置されている。これにより、照明装置６
００は、ＬＥＤベースのＰＬランプ構造を形成する。各ガラス管６１０は、有機蛍光体素
子６１２がガラス管６１０の壁の内面上に、少なくとも円筒壁と円筒の外端の壁上に、堆
積された層として設けられたキャビティ６３０を封入する。
【００３２】
　あるいは、有機蛍光体素子は、図７及び図８に示されているように、分離した部位とし
て設けられる。このため、本発明の第５の実施形態によれば、図７に示されているように
、照明装置７００は、円盤形状の光生成ユニット７０２と、光生成ユニット７０２上の蓋
のように配置されたドーム形状の光変換ユニット７０４とを持つ。光生成ユニット７０２
は、熱伝導材料を含んでいるベース部７１４を有する。光変換ユニット７０４は、内側ド
ーム形状壁７１３と、内壁７１３よりも大きな直径を持ち、環状の壁部分７１５を介して
内壁と接続されている外側ドーム形状壁７１１とを持ち、これにより、キャビティ７３０
を封入する一体型筐体７１０を形成している二重壁ガラス構造を有する。有機蛍光体素子
７１２は、キャビティ７３０内に配置されるが、この実施形態では、有機蛍光体素子７１
２は、ガラス壁７１０上の表面被覆に代えてキャビティ内に固定された、分離した部位で
ある。数個のＬＥＤ７０８を有するＬＥＤ素子７０６は、ガラス構造７１０の内壁７１３
とベース部７１４の内面７２０との間に定められた追加的なキャビティ７３８内のベース
部７１４上にマウントされる。加えて、図７では、ベース部７１４に取り付けられた電気
端子７４２の一例が示されている。
【００３３】
　図８を参照するに、照明装置８００の第６実施形態は、分離した有機蛍光体素子８１２
を同様に持つ。蛍光体素子８１２は、光変換ユニット８０４に含まれるレンガ形状のガラ
ス容器８１０内に配置される。一体型ガラス容器は、光生成ユニット８０２に含まれる光
変換ユニット支持体８１６によって支持され、四角形状の壁部８１６に接続された壁部分
を持っている。光生成ユニット８０２は、上記第１の実施形態の箱と同様に、壁部８１６
とともに箱を形成する平板形状のベース部８１４を更に有する。光変換ユニット、より具
体的にはガラス容器８１０は、ベース部８１４の内面８２０と平行な、壁部８１６の端面
８１８に取り付けられる。結果として、ガラス容器８１０は、箱８１４、８１６に対する
蓋を体現する。さらに、ガラス容器８１０、壁部８１６及びベース部８１４は、内側にお
いてＬＥＤ素子８０６がベース部８１４の内面上に配置される追加的なキャビティ８３８
を定める。壁部８１６の壁部分は、反射性の内面８２２を備え、これにより、ＬＥＤ素子
８０６によって生成された光を反射する。
【００３４】
　以上、添付の請求項に記載の本発明に従った照明装置の実施形態が述べられた。これら
は、単に限定しない例として解されるべきである。当業者によって理解されるように、多
くの変形例及び代わりの実施形態が本発明の範囲内で可能である。
【００３５】
　例えば、上記実施形態は、熱伝導材料でできているベース部とともに示されているが、
全体として所望の熱伝導レベルがなお得られる限りにおいては、ベース部の一部が非熱伝
導材料、即ち熱伝導性に乏しい材料で形成されてもよいことに留意すべきである。
【００３６】
　本アプリケーションの目的のため、特に添付の請求項に関して、「有する」なる文言は
、他の要素又はステップを除外せず、「ａ」又は「ａｎ」なる単語は、複数を除外しない
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ことに留意すべきであり、これ自体、当該分野における当業者にとって明らかであろう。
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